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職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどできていない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
3. たまにある

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

4. ほとんど掴んでいない

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成24年9月20日訪問調査日

●ゴーヤやミニトマトは、居間の窓から手を伸ばすと収穫でき、日よけにもなっている。夏場、ウッドデッキには遮光
ネットを張って日陰を作り、秋からは、日向ぼっこできるように取り外される。居間には畳のスペースがあり、山のように
積まれた洗濯物を利用者同士でおしゃべりしながら、一つひとつ畳んでおられた。
●季節や天候をみながら、散歩に出かけたり、近くのスーパーへ、歩いたり車に乗って買い物に出かけておられる。
利用者の「帽子を被ると出かけたいという意思表示」を見逃さず、又、「落ち着かない様子」がみられた場合はお誘い
するなど、外に出る機会を積極的に作るようにされている。
●「毎日入浴する」ことを基本と考えておられるが、現在は「利用者の体力」を考慮して、２日に１回入浴する方が多
い。入浴を拒む利用者には、誘い方を工夫されたり、職員が交代して誘う等して、入浴につながるよう支援されてい
る。仲良しの利用者が「一緒に入ろう」と誘うと、スムーズに入浴につながる場合もある。

特定非営利活動法人JMACS

愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

所在地 西予市野村町野村１１－１

自己評価作成日 平成24年9月3日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3873800415

「呆けても自分らしく生きられる。R,R,Q]を理念に、自分らしい行動の支援、強制のない対応を行い、自
分の家族や、自分が将来生活しても良いと思えるところにすることを気にかけ行動しています。
自分の家ではないけど、家に近い居場所で、のんびり、ゆっくり、皆と一緒に楽しんで暮らし、家に帰り
生活したいと言う思いをかなえられるよう支援しています。

法人名 有限会社　ラッセル社

事業所名 うっかり長屋きなはいや

特定非営利活動法人　JMACS



サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

評価完了日 平成２４年　　　９月　　３日

記入者（管理者）

事業所名　 うっかり長屋きなはいや

(ユニット名）

氏　名 西山　洋一

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

「呆けても自分らしくいきられる。R,R,Q」
Relaition:地域の皆様とのつながり
Respect  :高齢者を尊敬する
Quality  :介護の質
理念のもと、その人らしく暮らせる支援を心がけている。束
縛、強制のない行動の支援をいつも心がけたい。

(外部評価)

管理者は、理念について、新人職員の採用時やスタッフ会
時を捉えて、すべての職員に説明して共有できるよう取り組
まれている。

(自己評価)

バレーボールに参加した方もおられます。
散歩や買い物に出かけたりすることで、地域の方とのかかわ
りが持てるように努めている。
近所の方が季節の野菜や果物をよく持ってこられる。七夕の
時は近所から笹を頂いている。季節の野菜の収穫なども近
所へ出かけたりしています。

(外部評価)

散歩や買い物、通院時に地域の方達と顔馴染みになってお
り、普段でも声をかけてくださる。今夏は、地区の盆踊り大会
や花火大会を見に行かれたが、管理者は、この一年間を振
り返り、「利用者の看取り等もあって、地域行事への参加が
十分にできなかった」と話しておられた。今後は、地域との関
係をさらに深めていけるような取り組みを工夫されてはどうだ
ろうか。

(自己評価)

日常あった出来事をホームページのブログに載せている。ど
なたでも、きなはいやの生活をみていただけます。貸し出し
図書なども行っております。

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

気になること、気にかかることなどの意見を交換したり、季節
の行事の情報を教えていただいている。来られていない家
族にも内容を伝えている。

(外部評価)

会議時、避難訓練を行った際のビデオを見ていただき、メン
バーと意見交換された。時には、市内で行われる介護講演
会にメンバーと参加して会議とされたり、一度は、「ホワイト
ファーム」にて会議を行う等、開催場所等を工夫されたことも
ある。会議議事録は、玄関に掛けておられた。

　

(自己評価)

介護相談員を３ヶ月に１回訪問されている。

(外部評価)

介護保険制度の改正やインフルエンザ等の情報・医療連携
や看取りについて、市の担当者の方と相談しながら取り組ま
れている。

(自己評価)

スタッフ全員が理解できるよう、スタッフ会議などで説明を
行っている。

(外部評価)

「利用者にとって一番良い方法を探っていく」ことに努めてお
られる。医師やご家族と相談しながら薬を調整されたり、看
取り支援時には、利用者ご本人が酸素の管を抜こうとされる
ため、ご家族と相談して一定の期間だけ、職員手作りの手袋
を付けてもらうようにされたこともある。又、居室ドアに鈴を付
けて、鈴の音で職員が駆けつける等、できるだけ利用者の
行動を止めないよう、支援に取り組まれている。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

特定非営利活動法人　JMACS



うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

言葉の虐待にも気をつけている。

(自己評価)

必要な方がいないため、話合いは行えていない。

(自己評価)

契約を結ぶ時点で、説明を行っている。

(自己評価)

利用者の意見は日ごろから職員がきにかけている。家族の
意見は面会や日常での電話連絡での際に、いつでも意見を
いただけるように伝えている。出た意見はスタッフ会議で話
合うようにしている。

(外部評価)

ご家族の来訪時には、職員から先にご家族に話しかけるよう
に心がけ、「話しやすい雰囲気作り」に取り組まれている。事
業所の「貸出図書」で本を借りて帰るご家族もある。事業所
の様子はブログで公開されている。ご家族の来訪時には、ビ
デオで見ていただけるようにされているが、ブログを見られな
いご家族や来訪回数の少ないご家族には、利用者の普段
の様子が伝わりにくい現状である。

ご家族個々の希望に応じた情報提供に努め、事業所の取り
組みを、より具体的に知っていただき、意見や要望を引き出
していかれてほしい。年1～2回発行されていた「事業所便
り」については、発行回数を増やすことを検討されていた。
又、ご家族にアンケートを取り、ケアサービスへの意見等を
聞くことも考えておられた。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

代表者、管理者はいつでも職員の希望を聞き、可能なことは
協力している。職員はそれぞれが自らを活かせる役割を持
ち取り組んでいる。

(外部評価)

毎月のスタッフ会時、職員は、ケアについて相談されたり、気
付いたことを話し合い、解決できるよう取り組まれている。入
居間もない利用者が、「歌の一節を自己流に書き留めてい
る」ことを知り、職員は、それを短冊にして飾られた。利用者
は、とても喜ばれ、早く事業所の生活に馴染めたような事例
がある。

(自己評価)

個々にあった、環境や条件の整備に努めている。

(自己評価)

講演会への参加、研修への参加をしてもらったり、参考資料
を置くなどして、いつでも知識を実につけられるようにしてい
る。

(自己評価)

連絡協議会主催の講義や相互研修へ参加して、ネットワー
ク作りに取り組んでいる。

(自己評価)

関わりを持ち、気付きを深める努力をしている。
15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

11
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

相談時によく聞き、支援の方向を話合っている。

(自己評価)

可能な限り、支援することを努めている。

(自己評価)

日ごろの支援から本人のできることを気付き、一緒に参加で
きる機会をつくっている。

(自己評価)

気になること、気にかかるとはその都度、相談しながら行って
いる。

(自己評価)

知人や家族の面会がある。本人の希望で家族の家に出かけ
たり、お墓参りにも出かけたりすることもある。

(外部評価)

利用者の希望で、お墓参りに出かけたり、ご自宅に生った果
物の収穫に行かれることもある。お孫さんの新築祝い時に
は、職員と出かけられ、ご家族が用意したヘルメットを被っ
て、お餅ひろいをされた。お若い頃、バレーボールをされて
いた方は、地元職員のつながりから、高齢者グループの練
習に交じり、たいへん喜ばれたようだ。お手玉が得意だった
方は、時々披露してくださる。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

ソファーや食事の座る位置にも気にかけ、利用者同士の関
係が作れるように常に気をつけている。他者との関係が気付
くのが難しい方は、スタッフが関わりを多く持つように努めて
いる。

(自己評価)

事項の挨拶、連絡などを時折行っている。

(自己評価)

馴染みの関係を保ち、個々の思い、意向を聴くように努力し
ている。困難な方は家族の意向を聞いたりしている。

(外部評価)

入居時に把握した情報以外に、利用者との日々の会話やケ
アへの反応から「快・不快を知る」ように心がけておられる。
お若い頃、詩吟をされていた方も、現在は、童謡に興味を示
されたり、戦前の歌がかかると、口ずさむ利用者もおられ、新
たに情報を得た時には、職員間で共有してケアに活かすよ
う、取り組まれている。

(自己評価)

入所時、本人の日常の支援の中からや家族の訪問時などか
ら情報を得ている。

(自己評価)

それぞれの有する力を活用できる状態に誘導できている。

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

22

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

21
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

家族の訪問時話あったり、スタッフ会議で話合って個々に
あったプランを作成している。

(外部評価)

介護計画には「その方の楽しみ」を採り入れるように心がけて
おられる。「不安になると頻繁にトイレに行く」利用者の介護
計画には、具体的に利用者ならではの「気が紛れること」を
複数挙げておられた。

(自己評価)

個々のケアプランの実践のチェック表、個別記録では出来
事による対応、気付きの記録を行い。グループ日誌や申し
送りノートなどで情報の共有に努めている。

(自己評価)

その都度対応できるように心がけている。

(自己評価)

日ごろのドライブや季節の行事に参加している。
29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

個人のかかりつけ医へ受診している。

(外部評価)

市外への通院や眼科通院は、ご家族が付き添っておられ
る。利用者が入院されても、病院から「迎えに来てほしい」と
連絡が入る場合もあって、退院後、職員が付き添い、点滴に
通院するケースもあった。

(自己評価)

看護職員がいないため、変化があればかかりつけの病院に
電話し指示を受けている。協力医院から看護士は週1回、主
治医は月1回診察に来られる。

(自己評価)

利用者の状態により早期に退院できるようにお願いし、通院
での対応が可能になれば、退院し通院での対応を行ってい
る。

(自己評価)

家族、かかりつけ医との話し合いで、入院、通院を見極め必
要時は支援している。本人、家族の希望により看取りも可
能。

(外部評価)

利用者が、終末期のあり方について、ご自分の気持ちを話
せるうちに、聴ける範囲で意思確認をされている。８月に、事
業所は、初めて看取り支援に取り組まれた。利用者とご家族
は、早い段階から「事業所での看取り」を希望されており、医
療・事業所・ご家族が協力し合って最期まで看取られた。入
居して長いおつき合いの利用者でもあり、職員は「最期まで
ご本人と過ごせた」ことを喜んでおられた。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

消防署から、応急救護、人命救助訓練に来ていただいてい
る。職員全員が救命救急講習を受けている。

(自己評価)

消防署から、防災訓練を受けている。職員全員が救命救急
講習を受けている。近所との協力が得られるように関わりを
持っている。非難道具を準備している。

(外部評価)

事業所は、耐震強度の高い建物であることから、地震発生
時には、「慌てて外に出ない」ことを職員間で申し合わせて
おられる。事業所は２階にも居室があり、布団や毛布を使っ
て利用者を降ろす訓練も行われたが、難しい面もあり現在も
課題となっている。非常持ち出し品は、リュックに詰め玄関に
設置されている。

地震発生時、その場にいる職員で対応できるよう、訓練を繰
り返し行っていかれてほしい。又、事業所の所在する地域は
高齢化がすすんでいる地域でもあり、事業所として地域にで
きること等についても、話し合われてみてはどうだろうか。さら
に、職員の人数の少ない夜間を想定した避難訓練にも取り
組まれてほしい。

(自己評価)

日ごろから、プライバシーを傷つけないような言葉使いや、
声かけに配慮している。

(外部評価)

管理者は、「言葉遣いは、いくら丁寧でも命令口調ではいけ
ない」又、「構いませんか？」等、ご本人が「嫌」と言えるような
言葉かけに努めるよう指導されている。昼食時の食卓には
「ついも」が上がっており、利用者が「あれ、私が植えたんよ」
と話されると、職員は「毎年、ごちそうになっています」と笑顔
でお礼を言っておられた。異性介助に抵抗のある利用者が
あり、夜勤を交替することはむつかしいため、男性職員が女
性用のかつらを付けて、介助されたこともあるようだ。

(自己評価)

自己決定ができるような声かけや、雰囲気を作れるように努
力している。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

34
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

畑をしたい、出かけたいなど希望時は対応しています。地区
のバレーボールにも参加されたかたもおられます。自分なり
のペースで生活できるように支援できている。

(自己評価)

美容室に通われている方もおられます。散髪の上手な職員
が、個々の希望を聞き、個々にあった髪型に切ったり、髪染
めなども行っています。

(自己評価)

野菜切りをしていただいたり、食後の食器拭きなど一緒に
行っている。菜園で一緒に収穫した野菜も調理に使ってい
る。食べやすい大きさや硬さに注意し調理している。

(外部評価)

食事に関しては、利用者の状態に合わせて、できることを
行ってもらえるよう支援されており、現在、利用者は、座って
できる野菜の下ごしらえや食器拭きを主に行っておられる。
「自分で食べたい」気持ちが強い利用者は、時間がかかって
もスプーンをご自分で持って食べられるように、職員がそば
で見守っておられた。法人内に、寿司職人経験者がおり、時
には板前のスタイルで、にぎり寿司を目の前で握ってくれる。
利用者の希望でハンバーガーを食べにいかれたが、利用者
は、パンと中身を別々にして、お箸で食べられたようだ。

(自己評価)

普通食、キザミ食、ミキサー食、お茶ゼリーなど個々に合った
対応をしている。バランスのチェック、食事量・水分量の
チェックを行っている。水分を摂取のための声かけも気にか
けている。

(自己評価)

毎食後、口腔ケアの実施している。
42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表を利用したりして、それぞれの排泄パターン
にあった援助を行っている。

(外部評価)

入院すると、おむつを使用して退院となる方が多いが、事業
所では、利用者の体調や動き・表情を観察しながらトイレ誘
導を試みて、排泄の自立に向け取り組まれている。利用者の
経済面にも配慮しながら、できるだけおむつを使わず過ごせ
るような支援を工夫されており、ご家族からも感謝の声があ
る。

(自己評価)

常に心がけているが、どうしてもだめな時は服薬もある。

(自己評価)

現在2日に1回の入浴になっているが、希望があれば毎日入
浴ができるように対応している。

(外部評価)

「毎日入浴する」ことを基本と考えておられるが、現在は「利
用者の体力」を考慮して、２日に１回入浴する方が多い。入
浴を拒む利用者には、誘い方を工夫されたり、職員が交代し
て誘う等して、入浴につながるよう支援されている。仲良しの
利用者が「一緒に入ろう」と誘うと、スムーズに入浴につなが
る場合もある。

(自己評価)

皆さん気持ちよく眠られているようです。
46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

全員が理解できているとは言えないが、職員のがいつでも確
認できるようにしている。

(自己評価)

風船バレー、お手玉、家庭菜園の野菜の収穫などしていま
す。

(自己評価)

ドライブに出かけたり、季節の行事に参加したりしてます。希
望により洋服などのショッピングにも出かけています。

(外部評価)

季節や天候をみながら、散歩に出かけたり、近くのスーパー
へ、歩いたり車に乗って買い物に出かけておられる。利用者
の「帽子を被ると出かけたいという意思表示」を見逃さず、
又、「落ち着かない様子」がみられた場合はお誘いするな
ど、外に出る機会を積極的に作るようにされている。会話の
中から行きたい場所を探り、山へ「イタドリ」を採りに行ったり、
温泉や道の駅に出かけたりされている。

(自己評価)

直接、所持している方はおられませんが、使いたい時に使わ
れる方は、いつでも渡せるように預かっています。

(自己評価)

いつでも電話できるように支援しています。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

50

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている
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うっかり長屋きなはいや 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

季節ごとに飾りをしたり、一緒に飾りを作ったりしている。ご近
所からいただいた花も飾っている。

(外部評価)

ゴーヤやミニトマトは、居間の窓から手を伸ばすと収穫でき、
日よけにもなっている。夏場、ウッドデッキには遮光ネットを
張って日陰を作り、秋からは、日向ぼっこできるように取り外
される。居間には畳のスペースがあり、山に積まれた洗濯物
を利用者同士でおしゃべりしながら、一つひとつ畳んでおら
れた。

(自己評価)

利用者さんの状態に合わせて、家具の配置をかえたりして
工夫をしている。

(自己評価)

家具など家族さんがもちこまれるが、本人が使い慣れた物と
は言えないかもしれない。家族の写真を飾られている方もい
らっしゃいます。

(外部評価)

ベッドは、いろいろなタイプを事業所で用意されており、利用
者の状態に合ったベッドを使用できるようになっている。居室
にはクローゼットが付いているため、家具を持ち込まない方
もある。居室は１・２階にあるため、入居時には「居室は移動
になるかもしれない」ことを説明されており、重度化等、状態
によって移動されている。ラジカセを持ち込み、音楽を聴い
て過ごす方や、読書をされる方もおられる。

(自己評価)

必要に応じ、手すり、ベッド、福祉機器などを準備している。

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

52 19
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